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令和 3年度 東京消防庁防大標語

も0ビ痩〕1薗認安疱》 作者菅野 珠カロさん
江戸川区在住
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住宅火災による死者のうち約フ割以上が高齢者 (65歳以上)です。その多くは、一人暮らし
や高齢者のみの世帯で発生しています。火災の被害を少なくするためには、早く正しい初期
消火が必要です。

いざという時慌てずに冷静に行動できるよう、正しい知識や

防災行動力を身につけることが大切です。

自宅や職場で文字や映像を見ながら、防大・防災。救急などに関

する知識を電子学習室 (東京消防庁HP)で学ぶことができます。

電子学習室への

アクセスは

こちら→

は「火事だ一」と大きな声で周囲に
矢□らせ協力を求める。

玲どんな小さな火事でも必ず119
番通報をする。

黎消火器や風呂の 銀 轟
水などを使って、 雫薔■

火が小さいうち畿
1靡釉
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に消火する。   係躙

■消火器による消火の限界の目
安は、炎が天丼に達するまでで
す。危険と感じたらすぐに安全な
場所に避難し消防隊の到着を待
ちましょう。
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●煙や炎に惑わされず、姿勢を低くして大元に向けて
薬剤を放射する。放射すると、白煙や粉末で視界が
悪くなることがあるので、注意する。

③消火不能になつた場合を考えて、逃げ口を背面に
して、消火する。

②
ホースを火元に

向ける。

③
レバーを握る。

安全ピンを
上に引き抜く。
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